
令和５年度の活動計画（案）

資料2



令和５年度連絡協議会の取り組みスケジュール（案）
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No. 取組み 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
危機管理に係
る事項

2
防災業務計画
や地域防災計
画の共有

3
防災訓練の実
施

4
防災意識向上
に関する活動

5
連携マニュア
ル（案）の更新

6 その他活動

第1回幹事会（4/28）：実施済

事前説明会（5/25）

協議会（5/8本日）
第2回幹事会（予定）

各機関からの意見・要望により対応

合同防災訓練（6/28）

ワークショップ（実施地区は今後調整）

訓練の結果や協議会・幹事会での意見、更新の意見により対応

勉強会（5/25）

事前学習：第1回

防災講演会（検討中）



１．危機管理に係る事項 協議会・幹事会

第1回幹事会
・時期 令和5年4月28日（金）13：00～15：00
・内容 1.令和4年度の活動報告

2.令和5年度の活動計画（案）について
3.確認事項、意見交換
●合同防災訓練について、以下の意見があった。
・首長参加については必要な参加時間を最小限にする等、
検討してほしい（飛騨市）

・WEBでの実施可能性を検討してほしい（飛騨市）。
・災害想定をシンプルにしてほしい（飛騨市）。
・国や県からの助言に従い危険な範囲や時期の指摘があれば
住民に避難をしていただくし、安全になれば解除する
（飛騨市）。

・住民説明は日頃の実働の中で十分実施出来ているため、
改めての訓練の必要性は低いと考える（飛騨市）。

●防災講演会について、以下の意見があった。
・令和4年度に実施した防災講演会について、特に住民に対
する避難指示等の警戒避難に関する情報発信が大変参考に
なったため、令和5年度についても開催希望があった。
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１．危機管理に係る事項 協議会・幹事会

２．防災業務計画や地域防災計画の共有

適宜、協議会・幹事会に諮る
※改訂等の際に関係機関で共有する事例があれば適宜、協議
会・幹事会に諮る方針です。

連絡協議会
・時期 令和5年5月8日（月）本日実施
・内容 令和4年度の活動報告、令和5年度の活動計画の承認
・会議方法 対面（飛騨総合庁舎 中会議室）

第2回幹事会
・時期 令和5年11月頃を予定
・内容 令和5年度の活動報告、令和6年度の活動計画内容の協議
・会議方法 対面またはWEB
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関係機関（市村、岐阜県、国）の防災担当者が一堂に会し、以下を目的にした合同防災訓練を実施する。
① 関係者の「顔の見える関係」を維持し、知識醸成(防災対応能力の向上)を図る。
② 大規模土砂災害時における連携マニュアルに基づく関係機関の情報共有対応の確認・検証を行う。

訓練参加機関
高山市、飛騨市、白川村

岐阜県 砂防課、防災課、飛騨県事務所、古川土木事務所、
高山土木事務所、飛騨農林事務所

林野庁 飛騨森林管理署

国交省 高山国道事務所、神通川水系砂防事務所

台風接近に伴う豪雨に伴い下記の土砂災害が発生することを想定

①河道閉塞(高山市) ②地すべり(飛騨市) ③集落孤立(白川村)

想定する大規模災害現象

ステージ1 大規模土砂災害の初動対応の確認【学習型】

ステージ4 応急対策を踏まえた住民警戒避難対応【学習型】

訓練方式（学習型、ロールプレイング）の実施イメージ

・日時：令和5年6月28日（水）13時～16時で実施予定
・場所：飛騨総合庁舎大会議室
※5/25事前説明会で訓練の前提条件に関する学習型
訓練を実施予定

合同防災訓練日時・場所

学習型形式 ロールプレイング形式
・リエゾンとの連携対応
・連絡調整会議
・合同記者会見（または住民説明会）

３．防災訓練の実施 訓練概要（案）

大規模地すべり(イメージ)河道閉塞(イメージ)

ステージ3 連絡調整会議対応【ロールプレイング】

合同防災訓練における訓練項目（案）
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ステージ2 土砂災害情報等の共有・伝達対応【ロールプレイング】

ステージ5 住民説明会対応【ロールプレイング】

プレイヤー
想定される対応
を口頭で回答

ファシリテーター
状況付与し、各機関に
想定される対応等を質問

スクリーン
と配布資料
で状況付与

リエゾン役
派遣元と連携し、
情報提供・支援。

プレイヤー（派遣先）
リエゾンと情報共有、連携
しながら災害対応を実施。

リエゾン対応
のイメージ

事前説明会時の訓練項目



土砂災害事象
(R４と同様)

深層崩壊に伴う河道閉塞（高山市）

大規模地すべりの兆候（飛騨市）

土砂災害に伴う道路途絶等（白川村）

道路途絶による集落孤立(イメージ)落橋による道路途絶（イメージ）

がけ崩れによる道路途絶(イメージ)

国有林の被災(イメージ)

３．防災訓練の実施 災害想定（案）
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日 時

令和5年6月28日（水）13時-16時

※３市村長及び古川土木事務所長には、13時-14時30分

（ステージ2およびステージ3）の出席をお願いします。

参加機関

【3市村】
高山市、飛騨市、白川村

【岐阜県】
防災課、砂防課、飛騨県事務所、高山土木事務所、
古川土木事務所、飛騨農林事務所

【林野庁】
飛騨森林管理署

【国交省】
高山国道事務所、神通川水系砂防事務所

災害誘因 台風接近に伴う豪雨

主な
訓練項目

ホットライン（３市村長、古川土木事務所長と神通川水系砂
防事務所長）

土砂災害、道路寸断箇所等の応急対策の検討（全機関）

土砂災害発生箇所における住民避難解除等に関する連絡調
整会議（全機関）

住民説明会（３市村）

３．防災訓練の実施 主な訓練項目（案）など
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３．防災訓練の実施 訓練概略シナリオ（案）
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事前説明会時(5/25)に実施 合同防災訓練(6/28)に実施

避
難
指
示
の
発
令

適
宜
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
用
資
料
等
の
作
成



３．防災訓練の実施 訓練の進め方について

プレイヤー
想定される自機関の応急対策を検討、

会議や説明会の資料を作成

プレイヤー
連絡調整会議での調整、住民説明会等

を模擬実施

ステージ1
学習型方式

ステージ2
RP方式

(リエゾン対応、
応急対策の検討等)

ステージ4
学習型方式

ステージ３
RP方式

(連絡調整会議)

ステージ５
RP方式

(住民説明会 等)

【事前説明会時に実施】
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ステージ１：大規模土砂災害の初動対応の確認【学習型方式】

参考３．防災訓練の実施 ステージ1の実施について

実施日時︓事前説明会（5月25日）時に実施（40分程度を想定）
実施場所︓飛騨総合庁舎中会議室
参加機関︓なるべく多くの訓練参加者を想定（各機関2名以上）

高山市、飛騨市、白川村、岐阜県（防災課、砂防課）、飛騨県事務所
高山土木事務所、古川土木事務所、飛騨農林事務所
飛騨森林管理署、高山国道事務所、神通川水系砂防事務所

実施内容︓
付与状況 訓練項目 進行上の質問・解説の流れ（例）

【状況１】
河道閉塞及び地す
べりの現地状況を
確認

①緊急調査の判断、土
砂災害緊急情報の提
供
②土砂災害緊急情報の
情報共有、内容の理
解度向上

【神通川水系砂防事務所】
・河道閉塞覚知後の対応について、緊急調査の判断、情報提供について
【高山市】
・河道閉塞の現地状況を受けた情報共有対応について
【岐阜県砂防課・古川土木事務所】
・地すべり覚知後の対応について、緊急調査の判断、情報提供について
【飛騨市】
・地すべり発生を受けた情報共有対応について

【状況２】
道路途絶、保安
林・国有林被害等
の現地状況を確認

①災害情報の収集・伝
達、情報共有
②必要な調査、検討の
実施

【白川村】
・集落孤立発生を受けた情報共有、警戒避難対応について
【高山土木事務所、高山国道事務所】
・斜面崩壊等による県道、国道被災を受けた対応について
【飛騨農林事務所、飛騨森林管理署】
・保安林、国有林内での山腹崩壊発生を受けた対応について

【状況３】
国交省がTEC-
FORCEを派遣

①TEC-FORCEの派遣・
受入
②TEC-FORCEとの連携
対応（支援、助言等）

【高山市・岐阜県防災課】
・TEC-FORCEの受入れ体制、前線基地等の構築について
【飛騨県事務所】
・TEC-FORCEを通じた支援要請について
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３．防災訓練の実施 ステージ1の状況付与資料のイメージ
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ステージ2：情報共有対応【RP方式】

参考３．防災訓練の実施 ステージ2の実施について

 対象機関：全機関

 実施内容：リエゾン等は派遣先ブースで、情報収集、支援要望の聞き取りを行う。
各機関はリエゾンと連携しながら、応急対策・警戒避難対応の検討を
行い、必要な情報共有対応を実施する。
応急対策検討結果を整理し、連絡調整会議用の資料を作成する。
（リエゾン派遣：神通砂防⇒高山市、高山国道⇒飛騨市、

飛騨県事務所⇒白川村、森林管理署⇒高山市）

（ホットライン機関：高山市・飛騨市・白川村、古川土木、国交省等）

リエゾン役
現状を把握・共有。派遣元と連携しな
がら必要な情報提供や支援を行う。

プレイヤー（派遣先）
リエゾンと情報共有、必要な要望等
を調整。リエゾンと 連携しながら

災害対応を実施。

ホットラインのイメージリエゾンのイメージ 応急対策検討のイメージ

プレイヤー（国・県・市村等）
各段階で必要な事項を共有・

伝達・調整

プレイヤー（国・県等）
与えられた状況付与を基に
応急対策等を検討・作図
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ステージ３：連絡調整会議【RP方式】

参考３．防災訓練の実施 ステージ3の実施について

 対象機関：全機関（各機関1～2名程度を想定）

 実施内容：連絡調整会議では、各機関が検討した応急対策検討結果等について

報告し、それを踏まえた今後の住民の避難解除等について調整する。

※ 会議資料はステージ２の中で、各機関が検討・作成する

プレイヤー（国・県・市村）
各段階で必要な事項を連絡調整
進行は国交省・県が主導

各機関から報告。連携・調整が
必要な事項等について協議・調整。

ステージ２で、
会議に必要な資料
を作成・準備
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ステージ４：応急対策を踏まえた住民警戒避難対応【学習型方式】

プレイヤー
想定される対応等
を口頭で回答

ファシリテーター
状況付与し、各機関に
想定される対応等を質問

スクリーンと配布資料でステージ4
に必要な状況付与を行う

参考３．防災訓練の実施 ステージ4の実施について

 対象機関：すべての機関。

 実施内容：連絡調整会議の調整結果を受けて、土砂災害等の発生箇所における

今後の対応内容を発表する（各機関１名が代表で発表）。

ステージ5（住民説明会）の参加機関は、説明資料を作成する。

その他の機関、参加者は、マスコミ発表用資料を作成する。
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ステージ５：住民説明会対応【RP方式】

ステージ４で、
住民説明に必要な
資料を作成・準備

参加者
（プレイヤー）
説明、質問対応

住民役
（コントローラー）
必要に応じた質問

参考３．防災訓練の実施 ステージ5の実施について

 対象機関：高山市・飛騨市・白川村（岐阜県、神通砂防が支援予定）。

 実施内容：住民役（事務局が担当）に対し、土砂災害発生箇所（高山市：奥飛騨

の河道閉塞、飛騨市：種蔵の大規模地すべり、白川村：孤立集落対応）

の今後の住民避難解除に向けた対応等に関する説明と、住民役からの

質問に対する回答・説明を行う。

※ 説明資料はステージ４の中で、各機関が検討・作成する

14



４．防災意識向上に関する活動（地域防災力向上に関する意見）

■他の地区への展開（今後、実施を考えたい地区について）
・全域、令和4年度は長倉地区で実施して頂いたため次回は他市村様をご優先ください。(高山市)
・飛騨市では土砂災害関係に該当するエリアは宮川町種蔵地区周辺かと思う。今後、防災士会と
検討し意欲のある行政区、地区を選定できればと思っています。（飛騨市）
・今回対象でない飛騨市や、高山土木事務所管内でも良いと考える。(古川土木事務所)
・施設整備要望があり、補助要件にのらず、整備がすすめられない箇所を優先(高山土木事務所）
・奥飛騨温泉郷全般(平湯・福地・一重ケ根・栃尾・神坂・中尾・新穂高 等)(NPO神通砂防)

■ワークショップの実施方法について
・具体的に地図や避難シートを作成することで、災害発生や避難に対するイメージが出来て良
かった。（高山市）
・説明の際の事例が、事前に長倉地区をフィールドワークして得た内容であったため、住民の方
の反応が良かった。(飛騨県事務所）

■地域防災力向上に関する取り組みへの今後の関わり方
・地区防災計画の作成をサポートし自助共助の重要性を感じて頂く。※市として積極的に取り組
むが、先導すると住民が受け身になるため、適切な距離を保ち支援する必要がある。 (高山市)
・会員のスキルアップに繋がる企画に期待し、今後も協議会会員として協力する。（飛騨市）
・発電用ダムにて流量管理されている庄川に沿っている地域が点在する当村では、ダム管理者と
の連携が肝要であり、大雨での放流情報や河川断面の情報把握に積極的にかかわる必要があると
思われる。また、このことを住民周知することも大切である。（白川村）
・今後、自治会主催の防災に関する会合で説明する依頼を受けた。また今回のようなワーク
ショップには今後も参加したい。（古川土木事務所）
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ワークショップの開催支援イメージ

■今後、自治体からの要請に応じて、以下の実施を目的とした懇話会、ワー
クショップの開催を支援する。
①地域で発生する土砂災害リスクに関する住民の認識向上
②避難行動に必要な情報の種類・内容および入手方法の理解度向上
③地域、個人（世帯）の避難行動計画、防災マップの作成

４．防災意識向上に関する活動（地域防災力向上に関する取組）

長倉地区第1回懇話会の例
土砂災害リスクに関する住民の認識向上支援

長倉地区第2回懇話会の例
避難行動計画、防災マップの作成支援
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５．連携マニュアルの更新

今後も適宜更新を行う
※訓練の結果や協議会・幹事会での意見を踏まえ、更新の必要がある場合
※記載内容について更新の意見・要望がある場合

６．その他の活動 訓練前の勉強会

勉強会 ・時期 令和5年5月25日の訓練事前説明会と同日で実施
・内容：近年の大規模土砂災害事例

：土砂災害防止法に基づく緊急調査・緊急情報
：大規模土砂災害時の支援（リエゾン、TEC-FORCE） 等

・実施方法 対面を予定（飛騨総合庁舎 中会議室）

４．防災意識向上に関する活動 防災講演会

R5年度も実施を検討中
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今年度は合同防災訓練前後に実施していただき、訓練後の正答率の向上が
見られ、訓練に参加していただけない機関や協議会メンバーの理解度向上に
寄与していることが分かった。令和５年度も同様に以下の活動を行います。

６．その他の活動 事前学習

期間 合同防災訓練の前1回を予定
第1回：6月上旬～6月中旬

方式： webサイト（学びばこ）を用いた学習
ツールを活用し、協議会構成員が所属組
織の自席にて危機管理対応について学習

問題形式：択一形式
（設問⇒解答および解説で1セット）

学習時間：30分～１時間程度/1回
問題数 ：20問
学習内容：連携マニュアルに関連する内容、土

砂災害に関する基礎知識など 学習ツール
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平成23年台風12号
に伴う豪雨

新潟県
上越市

国川地区

奈良県
五條市
赤谷地区

天然ダム

平成24年
国川地すべり

平成26年8月豪雨
（広島県広島市）

広島県広島市大規模な地すべり

同時多発的に発生する土砂災害

（大規模土砂災害危機管理計画策定のための指針、平成20年3月4日）

火山噴火による大規模土砂流出

平成23年1月
霧島山（新燃岳）

地震・豪雨・火山噴火等による土砂災害であって、
■大規模な土石流、地すべり等 ■天然ダム(河道閉塞)のように現象が進行性のもの
■同時多発的に発生する土砂災害
■火山噴火による火砕流・溶岩流・火山泥流等の大規模土砂流出やそれに伴い
発生する大規模な天然ダム など
対応に高度な技術を要するため通常の土砂災害に対する体制では限界があり、社会的

な影響が甚大又は被害が広範囲に及ぶおそれがあるものなど国の役割が重要なものをいう。

大規模土砂災害とは
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河道閉塞・火山噴火に起因する土石流および地滑り等による大規模な土砂災
害が急迫している場合、
・発生すると広範囲に多大な被害が及ぶとともに時々刻々と変化するリスクの把握
が必要。
・住民に避難指示をする権限は市町村にあるが、大規模な土砂災害の経験が少
なく、避難指示の判断等の根拠となる情報を自ら入手することが困難なため、国土
交通省又は都道府県による技術的支援が必要。

土砂災害防止法の一部改正(H23.5施行)
土砂災害緊急調査・緊急情報
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土砂災害防止法の一部改正(H23.5施行)
土砂災害緊急調査・緊急情報
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